
                                           
      

第２８回 三ヶ日東小学校運営協議会 
 

令和６年１月２５日（木） １２：１０～ 

浜松市立三ヶ日東小学校 会議室 

                                   進行:学校支援ＣＤ（楠） 

 

１ 給食配膳・給食参観（各教室） １２：１０～１２：２０ 

 

２ 給食試食（会議室） １２：２０～１３：００ 

 

３ 会長挨拶 １３：００～１３：０５ 

 

４ 校長挨拶 １３：０５～１３：１０  

 

５ 議長選出  

 

６ 前回会議録の確認 

 

７ 熟議 １３：１５～１５：３５         議長：（石原） 

※途中、授業参観（１３：３０～１４：００）を行う。               

 (1)学校評価の成果と課題から 

・児童の自己評価【６年児童】 

・学校の自己評価【教務】 

・学校関係者評価【各委員】 

   ※いじめ防止等のための基本的な方針の評価も含む  

(2)教育活動や児童の様子に関すること【教頭】 

 (3)学校支援活動について【染葉・教頭】 

 （学校サポーター・学習支援活動の集約、ステッカーの引継ぎと管理 

  子供見守りボランティア等） 

 

８ 連絡事項等 １５：３５～１５：４０ 

 (1)令和５年度の学校運営協議会自己評価について【教頭】 

(2)教育総務課より 

(3)次回議長の選出 

 (4)年間予定   

・第２９回 ２月２０日（火）15:00～16:30  



令和５ 年度 第２ ７ 回 三ヶ 日東小学校運営協議会 会議録（ 要点記録）  

 

 

１  開 催 日 時   令和５ 年１ ０ 月２ ３ 日（ 月） １ ５ 時０ ０ 分～１ ６ 時３ ０ 分 

２  開 催 場 所   三ヶ 日東小学校 大会議室 

３  出 席 委 員   竹下 豊子、 楠 道寛、 大野 周一、 大野 惠美子、 和田 勝美 

若松 一也、 清水 貴仁、 石原 正仁、 渥美 浩之、 山本 万智子 

４  欠 席 委 員   なし  

５  学校支援コ ーディ ネータ ー 染葉 直美 

６  学   校   山田 芳和（ 校長）、 吉川 利行（ 教頭）、 高畠 博（ 教務主任）  

          鈴木 康二（ CS ﾃ゙ ｨﾚｸﾀ ）ー  

７  教育委員会  牧野 智子（ 教育総務課）  

８  傍  聴  者   なし  

９  会議録作成者  Ｃ Ｓ ディ レク タ ー 鈴木 康二 

10 議長の選出 

司会（ 若松一也委員） から 、 議長の選出について委員に意見を求めたと こ ろ 、 清水

貴仁委員が、 本日の議長を 務めるこ と を申し 出、 全員異議なく こ れを承認し た。  

11 協 議 事 項 

（ １ ） 学校サポータ ー、 学習支援に関するこ と  

（ ２ ） 通学路の安全について 

（ ３ ） １ ５ ０ 周年記念行事へのかかわり について 

（ ４ ） 学校評価アンケート の項目について 

12 会 議 記 録 

司会から 、委員総数１ ０ 人全員の出席があり 、過半数に達し ているため、会議が成

立し ている旨の報告があっ た。  

（ １ ） 学校サポータ ー、 学習支援に関するこ と  

《 説明： 染葉学校支援Ｃ Ｄ 》  

５ 年生及び６ 年生の家庭科授業について、 １ 学期は手縫いを行っ た。 ２ 学期

はミ シン縫いを行っ ている。 多いと き は７ 名のボラ ンティ アに参加し て頂き、

生徒の皆さ んに声かけをし ながら 、 し っ かり 目が行き届いたなかで授業を 行う

こ と ができ ている。 今後の授業についても 学校と 相談し ながら 支援し ていく 。  

《 発言内容》  

◇Ｂ ＆Ｇ での１ 、２ 年生のプール授業におけるボラ ンティ アによる補助について、

前回の協議会において意見を頂き、保護者の皆さ んに募集し たと こ ろ 、毎回４ 、
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５ 人の方々が参加し て頂き 、延べ２ ５ 人参加し て頂いた。 教員だけでは目が届

き にく い所を観て頂き安全に行う こ と ができた。 来年度につても 、今年度同様

にボラ ンティ アを 募集し ていく 。 （ 高畠教務主任）  

◇協議会において、 １ 、 ２ 年生のプール授業をＢ ＆Ｇ で行う こ と 、 及びボラ ンテ

ィ アによる補助について意見を頂き 実施し 、と ても 効果的でき であっ た。来年

度も 同様に実施し ていく 。 （ 山田校長）  

協議の結果、 全員異議なく こ れを承認し た。  

（ ２ ） 通学路の安全について 

《 説明： 清水貴仁委員》  

別紙資料「 子ども 見守り ボラ ンティ ア募集」 に基づき説明。  

 登下校の見守り に活用を検討し ていただき たい。 タ スキ及び名札が配布さ れる。

なお、 登録すると 障害保険に加入さ れるため、 も し 、 活動時に事故にあっ てし ま

っ た際は、 当該保険を適用でき る。  

《 発言内容》  

◇各個人で自由に登録でき ると のこ と であるが、誰が登録し て活動し てく れてい

るのか学校側が把握し ていた方が良い。 （ 石原正仁副会長）  

◇こ のよう なシステムがあるなら 、 活用し ていく こ と も 一つの方法である。 今後

の検討課題と し たい。 （ 大野周一会長）  

◇通学路の雑草が凄く て生徒たちが歩き にく い箇所がある。除草し て頂く にはど

のよう にすればいいか。 （ 渥美浩之委員）  

◇各自治会長に伝えれば、 北区の土木整備事務所に連絡し てく れて、 可能な範囲

で対応し ても ら える。 （ 大野周一会長）  

協議の結果、 引き続き検討し ていく こ と で、 全員異議なく こ れを承認し た。  

（ ３ ） １ ５ ０ 周年記念行事へのかかわり について 

《 説明： 吉川教頭》  

別紙資料「 １ ５ ０ 周年に向けて」 に基づき 説明。  

《 発言内容》  

【 東小ウォ ーク について】  

◇１ 班２ ０ 名程度になると 思われるが、歩く 際に列が長く なり 各班に同行する教

員１ 名だけでは安全管理が困難であると 思われる。同行し て頂けるボラ ンティ

アを募集し てはどう か。 （ 大野周一会長）  

◇車の通行量が多く 歩道が無い箇所も あるので、同行し て頂けるボラ ンティ アを

募集し た方が良いと 思う 。 （ 大野惠美子委員）  

◇同行し て頂けるボラ ンティ アを保護者の方に募集する。 （ 山田校長）  

◇浜名湖サービスエリ アは、 各地から 様々な方が来ているので、 連れ去り 防止の

ため、 生徒さ んたちが勝手に店舗の方へは行かないよう に注意し て頂きたい。

（ 和田勝美委員）  

◇生徒さ んが怪我をし てし まっ た時などの緊急対策を 万全にし ていただき たい。
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（ 大野周一会長）  

◇学校に詰める私と 事務職員の２ 名が情報収集・ 配信するなどの対応をと る。 ま

た、 校長と 養護教諭が適宜見回り をするので、 何かあっ た際は直ぐ に学校に連

絡を入れる体制を と っ ていく 。（ 吉川教頭）  

◇チェ ッ ク ポイ ント を設けて、到着し たら 学校に連絡を入れて状況確認をし ては

どう か。（ 石原正仁副委員長）  

◇そのよう に対応し ていく 。 （ 山田校長）  

【 リ ーフ レ ッ ト 作成について】  

◇従来通り の業者さ ん作成するのではなく 、生徒さ んと 一緒に作成する形のも の

と し て、 思い出になるよう なリ ーフ レッ ト にし ていく 。 （ 若松一也委員）  

協議の結果、 全員異議なく こ れを承認し た。  

（ ４ ） 学校評価アンケート の項目について 

《 説明： 高畠教務主任》  

別紙資料に基づき 説明。  

特段の発言はなく 、 全員異議なく こ れを承認し た。  

■その他連絡事項等 

○次回協議会日程 

開催日時： 令和６ 年１ 月２ ５ 日（ 木） １ ２ 時１ ０ 分～１ ５ 時４ ０ 分 
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令和５年度 学校評価アンケート結果 
松小１１１ 浜松市立三ヶ日東小学校 

本校では、目指す子供像を「思いやりの心と健やかな体で学び続ける、活力ある三ヶ日東

の子」とし、予測困難な令和の時代を生き抜く子供たちの育成を目指している。この「活力

ある子」の育成を具現化するために「知・徳・体」のバランスのとれた重点目標を設定し、

学校教育目標である「夢をもち、都筑の丘に輝く子」を育てていきたいと考えた。そこで、

「思いやる子」「進んで学ぶ子」「健やかな子」の重点目標を中心に令和５年度の自己評価目

標を設定した。また、「学校いじめ防止基本方針」に関連した生徒指導に関わる評価につい

ても追加し、保護者１０項目、児童２０項目をアンケートにより回答していただいた。 

 今回の結果を基に、教育環境や指導方法の改善を図り、学校教育目標の実現に向かって、

教職員一同、心を一つにして児童の育成に努めていきたいと考える。 

 

児童アンケートより 

 ○ ９６％の児童が、学校に行くのは楽しいと考えている。また、９７％の児童が授業は

分かりやすく楽しいと答えている。ほとんどの項目で９０％を超えており、落ち着いて

充実した学校生活を送ることができている児童が多いと言える。 

 △ 肯定的な意見が９０％の割合を超えていない項目が１つだけある。毎日「１０×学年

＋１０分」の家庭学習ができているかという項目である。本年度は、家庭学習の取り組

み方や内容を低・中・高学年でまとめ、意識付けを行った。内容を重視した分、学習時

間への意識が低下してしまったと思われる。 

 

保護者アンケートより 

 ○ 教科担任制については、９０％以上の肯定的な評価をいただいた。また、人が困って

いる時に助けているか、子供の困り感を感じ取り、学校や担任に相談しているか、学校

行事への参加等を通して学校理解に努めているかという項目についても高い評価をいた

だいた。子供は人とのつながりを大切にしていると考えていることや学校行事等に積極

的に参加し、学校のことを知ろうとしてくださっていることにより、学校の教育活動や

運営を肯定的に評価していただいていると言える。 

 △ ８０％の割合を超えていない項目が２つある。子供は学習に粘り強く取り組んでいる

かという項目と子供は外で元気に遊んだり体力づくりに取り組んだりしているかという

項目である。子供の学習面や体力面についてやや不安に思っているのではないかと思わ

れる。 

 

教職員アンケートより 

 ○ 学校の教育活動や運営について、おおむね肯定的にとらえている。本校の強みは、子

供が素直で保護者や地域が協力的であることと回答している割合が高い。 

 △ 本校の弱みについては、少人数のため人間関係が固定化してしまうこと、自主性に欠

け心が弱い子が多いという回答が多かった。学習面に関しても粘り強さや最後までやり

抜く力に欠ける子がいるとの回答が多かった。 
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いじめ防止基本方針に基づく内容より 

○ 昨年度の児童アンケートでは、困ったことや悩みがある時に相談できるかという項目

が９０％を下回っていた。しかし、本年度は、いじめはどんな理由があってもいけない

ことだと思うという項目に９８％、困ったことや悩みがある時に相談できるという項目

に９１％の肯定的な意見が見られた。教員への質問事項である「子供と関わり、観察や

個人面談をいじめの発見につなげること」については、全職員が「できている」と回答

している。これまでの日頃の児童観察に加え、学級担任が全児童との個々面談を実施し

一人一人と向き合う時間が確保されていることで、児童が安心して学校生活を送ること

ができる環境づくりにつながっていると考える。 

 △ いじめ未然防止のために、いじめの防止等に関する取り組みの年間活動計画の中で、

児童会活動や学級活動の話合い活動として、思いやりや良好な人間関係作りについて考

える時間をもう少し増やしていくとよいという意見が出た。 

 

成果について 

 児童や保護者、教職員の生活面や学習面に関する回答から、充実した学校生活を送ってい

ることがうかがわれる。また、本年度計画している学校行事等の教育課程は、計画通りすべ

て行うことができている。子供たちや保護者、地域の方が満足のいく学校行事になるよう改

善を図ったり、サポーター等の外部人材を多く活用した活動を行ったりすることで、楽しい

学校づくりへの取り組みを行ったことを高く評価してくださっていることが分かる。 

  

課題、改善策について 

課題については、家庭学習の充実、粘り強い学習への取り組み、外遊びや体力づくりの充

実が挙げられる。家庭学習については、児童、保護者とも物足りなさを感じている割合が高

いので、何のために学習をするのかというガイダンスも含めて、家庭学習の取り組み方につ

いて改めて考え、児童、保護者に周知・徹底を図っていきたい。また、粘り強い学習態度の

育成については、研修の内容とも連携し充実を図っていきたいと考える。外遊びや体力づく

りの充実については、これまで以上に学校での外遊びを推奨し、自ら進んで体を動かせるよ

うな声掛けをしていきたい。 

いじめ防止基本方針に基づき、「いじめ見逃し０」「いじめ未然防止」をより組織的かつ実

効的に機能させていくために、来年度以降の改善点として、事実を聞き取り、記録に残すこ

とについての改善が必要であるという意見が出た。いじめ対応の手引きの「聞き取りメモ」

の活用を全職員で確認し、５Ｗ１Ｈを含めた明確な事実の記録の徹底を図っていきたい。 

学校教育目標実現のために「知・徳・体」のバランスの取れた目標設定の重要性に改めて

気づくことができた。キャリア教育でつけたい力を子供たちに意識させ、学習や活動の価値

づけを大切にしていくことはもちろん、保護者や地域の方が子供のために動きやすく、とも

によりよい学校教育を創っていくために、開かれた三ケ日東小を目指し、持続発展するＣＳ

活動や学校からの情報発信の仕方についても工夫していきたい。 
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　 肯定的な評価と は、 各設問に対する回答が「 そう 思う 」 「 だいたいそう 思う 」 の合計。

◎ △
○ ×

自己評価結果

成果を各設問の左に記号で示し た。

肯定的な評価が70％未満
肯定的な評価が70％以上肯定的な評価が90%以上

肯定的な評価が80%以上

22%

33%

39%

40%

41%

39%

43%

24%

48%

52%

55%

56%

54%

52%

46%

48%

36%

58%

45%

45%

22%

10%

6%

7%

11%

12%

18%

17%

6%

2%

2%

2%

1%

1%

2%

1%

3%

2%

1%

0%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

子供は分からないことやうま

くいかないことがあっても

学習に粘り強く取り組んで

いる

子供の家庭学習の状況や

学習時間を把握している

教科担任制により、多くの

先生方に教えてもらうこと

のよさを理解している

子供は人が困っているときに

進んで助けたり

手伝ったりしている

子供と将来の夢や希望に

ついて話をしたことがある

子供は地域や家庭で明るく

元気に挨拶をしている

子供は外で元気に遊んだり

体力づくりに取り組んだり

している

スマートフォンやインター

ネットの使い方について

約束を決めて見届けている

子供の問題や悩みがあった時

個別面談や本読みカードなど

を利用して学校や担任に相談

しようとしている

学校行事に参加したり、

便りや学校のブログなどを

読んだりして、学校のことを

知ろうとしている

△
○

◎
◎

○
○

△
○

◎
◎

令和５年度 保護者 学校評価アンケート集計結果

そう思う だいたいそう思う あまりそう思わない そう思わない
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令和５年度　小学校（教員）の実態把握調査　集計結果一覧表 学校
人 人

Ｒ２全体
肯定的
回答割合

Ｒ３全体
肯定的
回答割合

Ｒ４全体
肯定的
回答割合

Ｒ５全体
肯定的
回答割合

当て
はまる

どちらかと
いえば、当
てはまる

あまり
当てはま
らない

当て
はまら
ない

Ｒ５調査校
肯定的
回答割合

当て
はまる

どちらかと
いえば、当
てはまる

あまり
当てはま
らない

当て
はまら
ない

46.8% 45.5% 6.9% 0.9% 90.0% 10.0% 0.0% 0.0%

965 938 142 18 9 1 0 0

47.8% 36.4% 11.7% 4.1% 70.0% 20.0% 0.0% 10.0%

986 750 242 85 7 2 0 1

45.6% 44.4% 9.5% 0.6% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0%

940 915 195 13 6 4 0 0

39.2% 52.0% 8.3% 0.5% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

808 1,073 171 11 5 5 0 0

29.2% 55.4% 14.6% 0.8% 70.0% 30.0% 0.0% 0.0%

603 1,142 301 17 7 3 0 0

37.2% 44.4% 15.8% 2.6% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0%

767 917 326 53 6 4 0 0

46.5% 50.0% 3.3% 0.1% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

959 1,032 69 3 5 5 0 0

35.2% 48.1% 15.3% 1.4% 80.0% 20.0% 0.0% 0.0%

726 993 315 29 8 2 0 0

45.9% 51.5% 2.5% 0.1% 30.0% 70.0% 0.0% 0.0%

947 1,063 51 2 3 7 0 0

25.4% 54.4% 18.9% 1.3% 40.0% 50.0% 10.0% 0.0%

523 1,123 390 27 4 5 1 0

45.6% 51.9% 2.3% 0.2% 40.0% 60.0% 0.0% 0.0%

941 1,071 47 4 4 6 0 0

33.4% 61.3% 5.2% 0.0% 40.0% 50.0% 10.0% 0.0%

690 1,265 107 1 4 5 1 0

35.6% 60.3% 4.0% 0.0% 30.0% 70.0% 0.0% 0.0%

735 1,245 82 1 3 7 0 0

29.2% 60.5% 10.0% 0.2% 20.0% 70.0% 10.0% 0.0%

602 1,249 207 5 2 7 1 0

28.0% 64.3% 7.5% 0.2% 20.0% 70.0% 10.0% 0.0%

577 1,326 155 5 2 7 1 0

21.4% 55.5% 22.1% 1.0% 10.0% 50.0% 40.0% 0.0%

442 1,145 456 20 1 5 4 0

19.2% 56.7% 22.2% 1.8% 30.0% 70.0% 0.0% 0.0%

397 1,170 459 37 3 7 0 0

26.7% 30.0% 32.7% 10.6% 40.0% 10.0% 50.0% 0.0%

551 619 675 218 4 1 5 0

37.2% 49.8% 11.0% 1.9% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

768 1,028 227 40 5 5 0 0

41.8% 46.9% 9.9% 1.3% 40.0% 50.0% 10.0% 0.0%

863 968 205 27 4 5 1 0

42.6% 48.7% 7.9% 0.8% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0%

879 1,004 163 17 6 4 0 0

27.7% 35.2% 28.1% 9.0% 50.0% 40.0% 10.0% 0.0%

572 726 579 186 5 4 1 0

53.0% 38.7% 6.4% 1.8% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

1,094 799 132 38 5 5 0 0

16.7% 51.4% 29.5% 2.4% 30.0% 50.0% 20.0% 0.0%

344 1,060 609 50 3 5 2 0

三ヶ日東小

2,063 10

質問項目

小学校教員回答 調査校

100.0%

2
今年度、発達支援学級や複式学級、学年（団）の教員と
協働して、キャリア教育の年間計画を作成（見直し）してい
る

80.8% 87.6% 85.6% 84.1% 90.0%

1 自校のキャリア教育で育てたい力を踏まえて実践している 92.1% 91.3% 93.0% 92.2%

100.0%

4
キャリア教育年間指導計画に位置付けられている教科学
習や教科外活動の中で、子供にキャリア教育で育てたい
力を育む指導を行っている

91.0% 90.0% 91.2% 91.2% 100.0%

3
自校のキャリア教育で育てたい力を子供と共有し、
実践している

85.8% 87.4% 89.4% 89.9%

100.0%

6
子供が、子供同士や大人（教員・保護者等）と対話的に
関わり、成長を促すことができるよう、キャリア・パスポート
を活用している

72.3% 78.6% 80.3% 81.6% 100.0%

5
自校のキャリア教育で育てたい力を子供が自覚することが
できる手立てを工夫している

81.3% 80.7% 85.4% 84.6%

100.0%

8
子供が地域の魅力を発見する、または、地域の将来を
考える機会を設けている

81.4% 77.9% 82.7% 83.3% 100.0%

7
子供一人一人がよさを発揮できるよう、場を工夫して設定
している

96.8% 96.6% 97.1% 96.5%

100.0%

10
自分で決めた時間に勉強するよう子供に指導している
（自分で計画を立てて勉強するよう子供に指導している）

83.5% 80.8% 79.9% 79.8% 90.0%

9
子供が難しいことでも失敗を恐れず挑戦することができる
よう支援している

97.5% 98.0% 97.9% 97.4%

100.0%

12
（単元や1時間の授業において）子供にとって切実感や必
要感のある学習課題を設定するようにしている

95.1% 94.8% 95.7% 94.8% 90.0%

11
教科の学習や特別活動等において、子供が決めたことを
最後までやり遂げられるよう支援している

98.3% 97.8% 98.2% 97.5%

100.0%

14
子供同士の協働、教職員や地域の人々との対話、先哲の考え
方を手掛かりに考えること等を通じ、子供が自己の考えを広げ
深めることができるように、学習過程を工夫している

87.5% 86.2% 89.9% 89.7% 90.0%

13
子供が学習の見通しをもって粘り強く取り組んだり、自己の
学習活動を振り返って次につなげたりできるように、学習
過程を工夫している

95.9% 95.7% 96.3% 96.0%

90.0%

16
自国の文化及び異文化に対する理解を深める機会を
設けている

78.4% 77.7% 76.1% 76.9% 60.0%

15
子供が、各教科等の特質に応じた「見方・考え方」を働か
せられるように、学習過程を工夫している

90.9% 92.3% 92.7% 92.2%

100.0%

18
教科指導において、単元の中で計画的に子供が
タブレット型端末を活用する授業を実施している

ー 80.0% 87.1% 89.4% 100.0%

17
「浜松市情報活用能力育成目標」に基づいて子供への
指導を行っている

ー 74.8% 75.3% 76.0%

100.0%

20
インターネットやゲームをするときの（情報をやり取りすると
きの）ルールやマナーについて、日常的に子供に指導して
いる

86.3% 88.6% 88.5% 88.8% 90.0%

19
調べたことをまとめるときは、収集した情報の中から
目的に合ったものを選んで使うよう子供に指導している

89.9% 85.4% 87.0% 87.1%

100.0%

22 授業において、ＩＣＴ支援員を活用している ー 70.2% 65.8% 62.9% 90.0%

21 情報モラルについて、子供にわかりやすく指導している 88.7% 91.3% 91.9% 91.3%

100.0%

24
単元構想の中に、地域や社会をよりよくするための視点を
取り入れている

66.3% 66.3% 67.5% 68.1% 80.0%

23
ＩＣＴ支援員による支援は、子供の学びの充実に
つながっている

ー 91.6% 91.5% 91.8%
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95.1% 4.5% 0.3% 0.1% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

1,962 93 6 2 10 0 0 0

85.6% 13.9% 0.4% 0.1% 80.0% 20.0% 0.0% 0.0%

1,766 287 8 2 8 2 0 0

38.3% 41.6% 15.9% 4.2% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0%

790 859 327 87 6 4 0 0

55.2% 38.4% 5.7% 0.7% 50.0% 50.0% 0.0% 0.0%

1,138 793 117 15 5 5 0 0

77.7% 20.6% 1.3% 0.4% 80.0% 20.0% 0.0% 0.0%

1,603 426 26 8 8 2 0 0

63.8% 35.0% 1.2% 0.0% 40.0% 60.0% 0.0% 0.0%

1,316 722 24 1 4 6 0 0

41.6% 44.4% 12.8% 1.1% 50.0% 40.0% 10.0% 0.0%

859 917 265 22 5 4 1 0

39.5% 54.2% 6.0% 0.3% 40.0% 60.0% 0.0% 0.0%

815 1,118 124 6 4 6 0 0

68.1% 31.2% 0.7% 0.0% 70.0% 30.0% 0.0% 0.0%

1,404 643 15 1 7 3 0 0

81.8% 17.0% 0.9% 0.2% 90.0% 10.0% 0.0% 0.0%

1,688 351 19 5 9 1 0 0

52.1% 38.1% 8.2% 1.7% 70.0% 30.0% 0.0% 0.0%

1,074 785 169 35 7 3 0 0

44.4% 43.4% 10.8% 1.4% 60.0% 30.0% 10.0% 0.0%

915 896 223 29 6 3 1 0

38.0% 48.5% 12.5% 1.1% 60.0% 30.0% 10.0% 0.0%

784 1,000 257 22 6 3 1 0

41.6% 48.0% 9.3% 1.0% 50.0% 40.0% 10.0% 0.0%

859 991 192 21 5 4 1 0

10.0% 42.0% 40.2% 7.8% 30.0% 50.0% 20.0% 0.0%

207 866 829 161 3 5 2 0

27.0% 63.5% 8.6% 0.8% 40.0% 60.0% 0.0% 0.0%

558 1,311 178 16 4 6 0 0

40.8% 50.7% 7.7% 0.9% 60.0% 40.0% 0.0% 0.0%

841 1,045 159 18 6 4 0 0

20.6% 51.9% 22.4% 5.1% 50.0% 40.0% 10.0% 0.0%

424 1,070 463 106 5 4 1 0

100.0%

26
学校のいじめ防止基本方針を理解し、それに沿って対応
するよう心掛けている

ー ー 99.4% 99.5% 100.0%

25
いじめはどんな理由があってもいけないことだと指導してい
る

99.9% 99.7% 99.8% 99.6%

100.0%

28 運動することの必要性を子供に指導している 94.4% 94.3% 93.6% 93.6% 100.0%

27
道徳科の授業等で、「はままつマナー」を活用して、
命を大切にする心や規範意識について指導している

84.0% 80.5% 78.2% 79.9%

100.0%

30
個々の児童生徒の状況に応じて、多様で柔軟な指導・
支援を行っている

98.6% 98.8% 98.2% 98.8% 100.0%

29
災害や事故から命を守り、安全を確保するための方法に
ついて、子供に指導している

99.1% 98.8% 98.9% 98.4%

90.0%

32
校内外の研修や研究会に参加した成果を教育活動に積
極的に反映させている

93.7% 93.7% 93.9% 93.7% 100.0%

31
「浜松市教員育成指標」に示された、キャリア段階に応じ
て求められる資質・能力を知っている

83.4% 84.1% 83.8% 86.1%

100.0%

34
子供や保護者からのいじめ等の相談や気になる表れに対
して、一人で抱え込まず、他の教職員と情報共有しながら
対応している。

ー ー 99.5% 98.8% 100.0%

33
子供一人一人のよい点や可能性を見つけ、子供に伝えて
いる

99.5% 99.4% 99.2% 99.2%

100.0%

36 時間の使い方を意識した働き方に努めている 87.6% 87.8% 85.4% 87.8% 90.0%

35
校内外でいじめや人権に関する研修を受講し、自らの資
質向上に努めている

ー ー 91.2% 90.1%

90.0%

38
教育相談や家庭訪問、たより等を通して、家庭の教育力
の重要性を保護者に伝えている

92.6% 90.6% 90.1% 89.7% 90.0%

37
効率よく業務を進めるため、常に自分の業務を見直し、
改善を図っている

85.0% 85.5% 84.0% 86.5%

100.0%

40
保護者や地域住民と、学校の教育目標や課題を共有し
た学校運営ができている

ー 85.5% 88.4% 90.6% 100.0%

39
学習のねらいに基づいた、保護者や地域の人材を活用
する授業を実施している、または予定している

86.2% 83.4% 90.5% 92.2%

100.0%

42
保護者や地域住民の学校支援活動により、子供と向き合
う時間の確保につながっている

ー 60.6% 66.0% 72.4% 90.0%

41
地域の人材や教材の活用により、教育活動が充実してい
る

ー 82.7% 89.3% 91.4%
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月 生活・総合 社会・理科 家庭科 算数 体育 図工・書写・音楽

4

5

2  3年みかん学習＜花を見る＞
（渥美農園）
3年大崎探検（ 保護者）
6年野地城址、佐久城址見学
　　（郷土を語る会　大野勝美）
3年大谷探検（和田牧場・和田勝
美保護者）
6年総合　大福寺・摩訶耶方面
　

6

5年環境学習
　　（ブルーレイク、長坂蜂蜜）
1年大崎幼稚園交流会
　　　　　　　（ 保護者）
２年生活　三ヶ日図書館見学

5年　小物作り
（竹下豊子）

１年命の授業
（助産師白井）
プールボラン
ティア（追加）

7

 ４年総合　一人歩き模擬訓練 6年カヤック体
験（トリトン）

9

総合課題設定講座３～６年（若
松さん）
4年総合車いす体験
3年総合みかんの里資料館見学

5年ミシン（竹
下豊子）

 3年図工　くぎうちト

 ントン

 （若松一也、
 　　　ﾘﾚｲｼｮﾝ）

10

5年ミシン
（竹下豊子）
6年ミシン
（竹下豊子）

6年命の授業
（白井さん）

席書コンクー
ル書写指導
（3・5年　藤原
さん）

11

  3年総合　長坂養蜂所見学
  4年総合点字体験
  ４年フラワーアレンジメント体
 験
 3年春華堂見学（若松さん）
 5年SDGs講座
  2年生活町探検＜メイポップ・
ふうたろう＞

席書コンクール
書写指導（4・6年
藤原さん）
4年　合唱指導
（音楽）

12

3年みかん選果場見学
2年大崎探検（ 保護者）
3年ミカン収穫（渥美農園）

 5，6年理科

 ﾐﾄﾞﾘﾑｼの観察
 （梶村泰介）

４年そろばん

（竹下豊子）
3･4･5･6年
書き初め指導
（藤原和代・
　　　竹下豊子）

1 　

3年社会　市の
うつりかわり
（鈴木さん）

2

3年総合食農教育（感謝祭・
JA）
6年総合浜名湖橋見学（どぼく
らぶ・鈴木さん）
全学年　話し方講座（つながる
プロジェクト）

５年社会　どぼ
くらぶ

6年音楽　卒業
式の歌指導

3

3年算数　そろ
ばん
（竹下豊子）

通年

令和５年度　　サポーター活動表（教科等）　　　（　　　　）は担当

　外国語活動（川﨑美砂子）（小林則子）
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令和５年度 サポーター活動計画（教科外） 三ヶ日東小学校

月 行事 校内整備 読み聞かせ 図書室 託児 生け花・苗植え
学校運営
協議会

4

6  始業式
7  入学式
20  防犯教室（竹
本五三）

5  生け花 26  協議会

5
25･26　４・５年宿泊
学習  掲示物づくり

18 活動計画
ミーティング

修理整頓 17  生け花

6
18　キラキラダンス
コンテスト

21,28  読み聞
かせ

修理整頓 生け花 1  協議会

7

19　部会水泳記録
会
20　終業式

5  読み聞かせ 修理整頓 生け花

9 1　始業式  掲示物づくり
6,13  読み聞か
せ

修理整頓 生け花

10
3  部会陸上記録会
14  運動会
26･27　修学旅行

25  読み聞かせ 修理整頓 19  就学時健診 生け花 23　協議会

11
29  浜松市音楽研究
発表会

15  読み聞かせ 修理整頓 17  参観会
生け花

12
13　完走大会
　(長坂蜂蜜よりあめ）

22　終業式
修理整頓

生け花

1 9　始業式  掲示物づくり
17,31  読み聞
かせ

修理整頓 生け花 25　協議会

2
17　生活・総合発
表会

7  読み聞かせ
　来年度計画

修理整頓 5  入学説明会 生け花 20  協議会

3
15　修了式
18　卒業式

掲示物づくり 生け花

代表 山田　綾 黒栁由美子 二橋　智子 染葉　直美 楠　美千代

担当 教　頭 土屋　妙子 土屋　妙子 教　頭 教　頭

通年
登校見守り（黒柳　勝、大野恵美子、石田紹二、林口渚）
東名高速道路横断幕（ネクスコ江夏崇、本川勲）
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浜教学総学第７号  

令和５年４月 10 日  

 

浜松市立小中学校運営協議会長各位 

    

                       浜松市教育委員会 教育総務課 

                       学校・地域連携担当課長 鈴木健一郎 

 

 令和５年度学校運営協議会自己評価の実施と結果等の報告について（依頼） 

 

春暖の候、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

日頃から、本市のコミュニティ・スクールにつきまして御理解と御協力をいただき、厚

く御礼申し上げます。 

さて、学校運営協議会は、浜松市学校運営協議会規則第８条第２項に基づき、毎年度、

自己評価を行わなければならないこととなっています。評価に当たっては、別添「学校運

営協議会自己評価実施要項」に沿って実施し、結果について下記のとおり御報告願います。 
 

記 

 

１ 提 出 物  令和５年度学校運営協議会自己評価表（様式１） 

 

２ 提出期限  令和６年２月末日（最終の学校運営協議会終了後、速やかに） 

 

３ 提 出 先  各学校へ御提出ください。 

 

４ そ の 他 

(1) 自己評価は、実施要項、記入上の留意点を参考にし、委員全員で十分に話し合って

進めていくようにしてください。 

 

(2) 自己評価の結果については、ＣＳ便りや学校ホームページ等を活用し、広く保護者 

や地域住民等に公表するよう努めてください。 

 

５ 担  当  教育総務課 地域連携Ｇ 清水・牧野  電話：４５７－２４０１ 
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≪記入上の留意点≫ 

 

（様式１） 

令和５年度 学校運営協議会自己評価表 

浜松市立（      ）学校運営協議会長 

＜本年度の目標＞ 

 

＜評価項目１＞ 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

 

＜評価項目２＞ 承認した学校運営の基本方針に沿った、教育活動の充実につながる

学校支援活動などについて熟議を進めることができたか。 

 

＜評価項目３＞ 協議会での協議結果について、十分な情報発信を行ったか。 

 

＜評価項目４＞ 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

 

※ 参考資料【熟議チェックシート】等をもとに、各委員が振り返りを行う。 

※ 学校運営の基本方針（自校の学校教育目標や「育てたい力」等）について、協議した内

容を簡潔に記載する。（１～２点でもよい。） 

※ 委員個人の意見ではなく、協議会としてまとめた結論を記載する。 

※ 参考資料【熟議チェックシート】等をもとに、各委員が振り返りを行う。 

※ 成果・課題等を簡潔に記載する。方法論だけではなく、「育てたい力」や「目指す子供

の姿」とのつながりをポイントにする。（１～２点でもよい。） 

※ 委員個人の意見ではなく、協議会としてまとめた結論を記載する。 

※ どんな方法による情報発信を行ったか、それによってどのような効果があったのか等を

振り返って記載する。 

※ １～２点に絞り、記載する。 

※ 前年度に協議会自ら設定した取組目標（学校運営協議会の自己評価＜評価項目３＞）を再

確認し、委員間で共有する。１～２点に絞るのもよい。 

  1年目は、「学校を知る」ことを目標に据える。 

 

 

自己評価の結果については、学校ホームページで公表します。 
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≪振り返りのポイント≫ 

 

（様式２） 

令和５年度 学校運営協議会自己評価表 

委員名（         ） 

＜本年度の目標＞ 

 

＜評価項目１＞ 学校運営の基本方針について熟議することができたか。 

 

＜評価項目２＞ 承認した学校運営の基本方針に沿った、教育活動の充実につながる

学校支援活動などについて熟議を進めることができたか。 

 

＜評価項目３＞ 協議会での協議結果について、十分な情報発信を行ったか。 

 

＜評価項目４＞ 今年度の取組の評価を踏まえた来年度の目標（取組の重点） 

 

※ 参考資料【熟議チェックシート】等をもとに、振り返りを行う。 

※ 学校運営の基本方針（自校の学校教育目標や「育てたい力」等）について、協議した内

容を簡潔に記載する。 

※ 委員個人の意見だけではなく、協議会としての視点で記載する。 

 

※ 参考資料【熟議チェックシート】等をもとに、振り返りを行う。 

※ 成果・課題などを簡潔に記載する。方法論だけではなく、「育てたい力」や「目指す子

供の姿」とのつながりをポイントにする。 

※ 委員個人の意見だけではなく、協議会としての視点で記載する。 

※ どんな方法による情報発信を行ったか、それによってどのような効果があったのか等を

振り返って記載する。 

 

※ 委員個人の目標だけではなく、協議会全体としての目標を記載する。 

 

※ 協議会で設定した取組目標を記載する。 
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≪参考資料≫

【　熟議チェックシート　】 委員名（　　　　　　　　　）
できている もう少し

　学校の教育目標と学校支援活動とのつながりを意識して、協議会で協議
を重ねた。

　熟議の結果、学校、家庭、地域がそれぞれ実行すべきこと、役割分担が
明確になった。

評
価
項
目
　
１

評
価
項
目
　
２

　協議会で決定し、実施した学校支援活動について、振り返りや反省を
行った。

　校長の説明を聞いて、分からない用語や疑問に感じたことを質問し、そ
れに対して理解・納得できる回答が得られた。

　基本方針の承認にあたり、校長の説明を聞き置くだけでなく、よりよい
学校運営のために建設的な意見を発言できた。

　学校教育目標や学校運営の基本方針についての内容を理解し、共有し
た。

　学校評価などの評価結果を生かした改善について確認した。

　学校運営について、率直に意見を述べることができた。

　これまで行われてきた学校支援活動についても、教育目標とのつながり
や学校、家庭、地域の役割分担を考え、見直すことができた。
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夢を持ち 都筑の丘に輝く子 
 

令和６年１月２５日  

学校運営協議会委員 各位              

 

 学校運営協議会長    大野 周一 

 

令和５年度 第２９回 三ケ日東小学校運営協議会 開催について 
 

このことについて、下記のとおり開催します。つきましては、関係各位には御出席をいた

だきたく、よろしくお願い申し上げます。 
 

記 

 

１ 日 時  令和６年２月 20 日(火)15:00～16:30 

 

２ 会 場  浜松市立三ヶ日東小学校        

 

３ 内 容  (１)会長挨拶 

        (２)熟議               

          ①令和６年度学校運営基本方針（校長） 

②いじめ防止等のための基本的な方針（校長） 

         ③令和５年度学校運営協議会自己評価（会長） 

         ④令和６年度学校運営協議会の目的及び年間計画、組織（会長） 

⑤令和５年度夢育やらまいか事業（教頭） 

 

４ その他   

 (１)御欠席の場合は、２月 13 日（火）までに、三ヶ日東小教頭 吉川に御   

連絡ください。 

(２) その他、本件に関して御不明な点は、以下担当へ御連絡ください。 

              

 
担当（連絡先） 
浜松市立三ヶ日東小学校 
 CS ディレクター 鈴木 康二 
 ＴＥＬ  ５２６－７０３４ 
mikkabihigashi-@city.hamamatsu-szo.ed.jp 
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